
非常勤職員向けお茶会

2016年 12月 14日 (水) 12:15～
合同 C棟・多目的室

お茶やお菓子は、各自、ご自由に飲食して下さい。

「無期化に向けた大学方針の変遷と組合の運動」
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法人化前後での東北大での非常勤職員の雇用形態

▶ 法人化 (2004)前……労基法等の適用外
♢ 日々雇用職員、定員外職員、パート職員
♢ 反復雇用の上限等の規定はなし
♢ 3月 30日雇い止め、4月 1日任用で、長期に渡って反復
雇用を繰り返す (准職員)

▶ 法人化 (2004)後……労基法等が適用
♢ 准職員、時間雇用職員に呼称を変更
♢ 1年雇用、反復更新は 3回まで。ただし、部局長の判断
で、4年目以降の更新も可能

♢ 法人化前からの時間雇用職員は、期限の定めのない更新

労働契約法の「改正」平成 24年 (2012年)公布
—厚労省のパンフレットより—



労働契約法「改正」を受けて、東北大の初期の対応

1. 平成 25年 (2013年) 2/19部局長連絡会議
♢ 通算雇用期間について、平成 25年 (2013年) 4月 1日以
降の雇用契約から新たにカウントする旨学内に通知
する。

♢ 来年度以降、就業規則の改訂や、期間の定めのない非正
規職員の導入に向けて検討を行う。

2. 平成 26年 (2014年) 1/21、 2/16、3/18部局長連絡会議
♢ 「通算契約期間の上限は原則として 5年以内」とする就
業規則の改訂を、平成 26年 (2014年) 4月 1日に行う。

♢ 無期型の非正規職員 (無期雇用職員 (仮称))の労働条件等
を定義した。
定年は 60才、65才までは再雇用可能。労働時間・休暇
等については無期転換前と同じ。給与については月給制
とし、無期転換前の給与額を基礎として決定。



2013年以降の組合の運動

▶ 「労働契約法改正に伴う大学への要求書」2013年 3月
1. 正規職員への転換を積極的に進めること。
2. 継続的な業務に就いている特定有期雇用職員については、無
期雇用に転換すること。

3. 「無期時間雇用職員」（仮称）の雇用形態を設けること。
4. 1980年 7月以前採用の准職員、法人化以前採用の時間雇用職
員について、無期雇用として明確にすること。

5. 改正法を理由とした更新抑制、雇止めをしないこと。
要求書に基づき、署名活動を展開。

▶ 労働条件通知書で、「更新する」だったのが、「更新する場合
があり得る」に変更された事例を、団体交渉で追求し、訂正
させる。

▶ 団体交渉の席で、「無期型の非正規職員」の方針について、
組合と協議するように再三要求。
大学は、「『人事改革 PT』で検討中である」の一点張り。

今年 (2016年)の 2月の方針 (2/16部局長連絡会議)

本学では、准職員・時間雇用職員の労働契約期間は上限を原則として 5 年以内と定めている (准
職員就業規則第 6 条第 3 項及び時間雇用職員就業規則第 6 条第 3 項) が、特に優秀な人材の確
保の観点から、これを超える場合における取り扱いは以下によるものとする。

1. 選考における基本方針—抜粋—
本学における労働契約法改正への対応は、有期労働契約が 5年を超えて更新れた場合
における、職員への無期転換権の付与及び無期転換にかかる手続きを定めるのみならず、
准職員・時間雇用職員としての実務経験を通じて極めて優秀な人材について、無期雇用に
転換することにより安定した労働環境を提供するものである。...

2. 無期転換候補者の選考基準 (雇用更新限度がないと整理されている者を除く)
上記基本方針を踏まえれば、「無期転換候補者として相応しい者」であるか否かの判断
の基準としては、「常勤職員としてのキャリアパスを経ることが相応しい者」であるこ
とが求められ、具体的には、現在各部署に配置されている事務一般職員に代わり同程度の
職務を担当させた際に、これと同等、あるいは同等以上の成果を出すと見込まれる者であ
ることが選考の目安と考えられる。...
当面の対応
他方、現状の非正規職員が担っている業務を鑑みれば、前述の判断を行なうことが困難
であり、また職務の遂行状況の評価が無期転換候補者の選考に結びつくといった制度の周
知及び当該選考プロセスの浸透には、相応の期間を有するのも事実である。
従って、平成 28年度以降当分の間は、以下に掲げる方法により無期転換候補者のの選
考を行なうことが適当であると考えられる。
なお、下記 I.及び II.の 1Oにより選考された者については、常勤職員としてのキャリア
パスを経る可能性があることに留意すること。



今年 (2016年)の 2月の方針—続き— (2/16部局長連絡会議)

I. 事務補佐員 (事務部等に所属する者)
無期転換候補者の選考は、平成 27 年度における職務遂行状況、平成 26 年度以前の職
務遂行状況について、当該職員が所属する係長、課長補佐、課長、事務長等の複数の総合
的な評価を行った結果、その能力が極めて優れた者であって、既に当該職員が事務一般職
員と同程度の職務の一部担っている場合等、高度な業務への対応の可否に係る適正な評価
が可能な者について行うものとする。

II. I.以外の者 (秘書業務に従事する者、技術補佐員及び技能補佐員等)
秘書業務に従事する者等の無期転換候補者の選考は、下記のいずれかに該当する者を対
象に行うものとする。

1O. 複数の事務職員等からの評価を有力な参考情報として、学科・専攻・系等の単位で
適切に業務遂行能力を評価した結果、その能力が極めて優れた者

2O. 業務の継続性その他研究室等の個別の事情等により雇用される者であって、上記 1O
による選考が困難な場合については、無期雇用に転換したと仮定した場合に、当該
部局等内での定年・再雇用までの雇用の確保について当該部局等の長が書面をもっ
て証することができる者

4. 選考方法
部局において、上記 2に基づき評価を行ない、無期転換候補者を理事 (人事労務担当)
に推薦する。
理事は部局毎の評価に公平性を期すため、面談等 (プレゼン・質疑)行い、全学的な水準
を満たす人材か否かとおった視点から審査を行う。

5. 推薦者数
無期転換職員の転換直後の配置先は推薦部局であり、また、配置換も無期転換職員同士
の配置換を基本としているため、各部局の推薦者数は、当該部局で配置できる人数を超え
ないものとする。
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2016年 2月の方針への反応と組合の対応
▶ 2016年 3月、各キャンパスで、本部人事課による説明会
参加したほとんどの非常勤職員は絶望した。

▶ 組合は、4 月 15 日に、右のポスターを作成。
▶ 組合は、3 月 17 日、5 月 27 日に団体交渉。
▶ 組合は、6 月 16 日に、要求書「准職員、時間雇用職員
の無期転換について総長による説明会の開催を要求しま
す」を大学に提出。

▶ 組合は，7 月 19 日、里見総長への要求署名「希望する
准職員・時間雇用職員全員の無期転換を要求します」を
開始。
8 月 31 日、一次集約分 1191 筆を総長に提出。

▶ 組合は、7 月 26 日、声明「東北大学で働く３２００名
以上の非常勤職員の大量雇止めに反対する職員組合の団
体交渉要求に対して，東北大学当局は誠実に対応せ
よ！」を発表。

▶ 新聞やマスコミ、SNSなどで、「東北大雇止め問題」と
して報道。(朝日、名古屋法律事務所 WEB)

▶ 組合理学部支部は、8 月 9 日、理学研究科長交渉
研究科長「大学で考えている無期転換の制度では、この
問題は解決しないと思うので別の方策を考える必要があ
る」。研究科長と組合は、協力して、事態の打開を計る。

職と職場を守れ！

里見総長、非常勤職員 3000人
以上をクビにするのですか ?

希望する人全員を
無期雇用に！

東北大学職員組合
http://tohokudai-kumiai.org/ 
内線片平 5029 電話 227-8888 fax227-0671

このままでは東北大学は大混乱 !!

あなたも組合に加入しましょう!!

大学当局による准職員等の無期転換方針が、 正規事務職員の業務効率の強化策という位置付けで、 基本的に、
事務室の事務補佐員から正規職員への一里塚として構想されている上に、 無期雇用職員の雇用財源は部局丸投げ
であるために、
　↓
毎年数十名の正職員採用の人数の枠内でしか無期転換されない可能性が高く、
　↓
このままでは 「定員外職員」 や法人化前採用の時間雇用職員などを除く 「5 年限度」 や 「3 年限度」 の准職員 ・
時間雇用職員 （3243 名） のほとんどが平成 29 年度末 （平成 16 年度〜24 年度採用者）、 平成 30 年度末 （25 年
度採用者）、平成 31 年度末 （26 年度採用者）、平成 32 年度末 （27 年度採用者） に雇止めされるおそれがあります。

朝日新聞 2016年 7月 25日



名古屋法律事務所のWEBページ
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9月 20日の方針転換への組合の対応と学内の反応

▶ 9 月 23 日団体交渉
♢ II. 2Oの「当該部局等内での定年・再雇用までの雇用の確保について当該部局等
の長が書面をもって証する」は、部局長の「決意」でよい。

♢ 無期転換した労働者の雇用財源が部局で確保困難になった際に、本部からの支
援を行うこと。

♢ II. 2Oは、秘書・技術補佐員・技能補佐員をおもな対象としているが、部局の事
情によって、事務補佐員も含めて良い。

♢ 10 月上旬に、各部局に、推薦依頼文書を出す予定。
これらによって、部局の判断で、無期転換への道が大きく拡がる。

▶ 9 月 29 日、組合は、部局長・事務長に、「各部局における無期転換の推進について
の要請」を提出

▶ 10 月上旬の理学研究科の運営会議で、「研究室の秘書さんについては、現場の要望
があれば、5 年を越えて雇用できる」との研究科長の発言があった。(正式には、
オープンにしないでくれ。理人事係)
工学部で、教授が秘書さんに、「止めなくても良くなった」と発言

▶ ところが、10月中旬になっても、事務補佐員の推薦依頼が届かない。10月 11日に
予定されていた「事務担当者対象の無期転換に関する説明会」が、延期。

▶ 10 月 18 日，組合に対しこの方針を見直すとの連絡があり。
同日の部局長連絡会議で、口頭で見直しを報告。



なぜ方針を見直したか、今後どうなるのか

▶ 諸般の事情の変化によって，方針を原点に立ち返って見直し，
年内には新たな方針を示したい

▶ 諸般の事情とは何か？ ... 事務担当者が示したのは、次ページ
の日経の記事

▶ 原点とは、どこのことを指すのか？ ... 労働契約法改正の原
点か？

▶ 大学の顧問弁護士が、この方針では、法的な問題があると指
摘した、らしい

▶ 事務補佐員について、法的な問題がある？
▶ 秘書等について、法的な問題がある？

▶ 他大学の状況も見てから...、という発言
マスコミ等から、東北大学だけ叩かれていることへの対応

▶ 「限定正職員」制度を考えているらしいという噂
▶ 明日 12月 15日、本部団体交渉「無期転換にかかる人事方
針の見直しについて」

日本経済新聞夕刊 2016/10/17

５年以前に契約を打ち切る雇
い止めも懸念されたが、15 年
の労働政策研究・研修機構の調
査では「契約が５年を超えない
ようにする」と答えた企業は６
％。逆に「５年を超える前に無
期化する」とした企業が 19.6
％だった。
... 中略 ...
ＳＭＢＣ日興証券の芝聡太郎
さんは「沖縄県のセンターでベ
テランが無期雇用の他社に転職
する例があった。当社の電話応
対は 500 社近くが参加する全
国コンテストで５年連続トップ
４に入る実力がある。人材流出
による質の低下を避けたかっ
た」と話す。



組合の方針、組合へ入ろう

▶ 「希望者全員を無期雇用へ」
▶ 信州大、徳島大では、全員無期雇用へ
▶ 仕事があるから、非常勤職員を雇っている。
▶ 5年で雇止めしても、仕事が減る訳ではなく、新しく雇用す
るための仕事が増える。

▶ すべての非常勤職員が、定年まで働きたい訳ではない。
2016年理学部支部アンケート結果 (約 80名の非常勤職員から
回答)、無期転換して東北大で働きたい (55%)、無期転換しな
くても良いので働きたい (37%)、止めてもよい (5%)。

▶ 30年先のことは誰にもわからない。仕事がなくなった場合に
は、解雇や雇止めは仕方ない。

▶ 部局任せにせずに、大学全体でサポートを
▶ 東北大全体の予算は増えているが、部局予算は減っている (次
ページ以降の資料)

▶ 組合に入って、要求実現を。
准職員組合費: 1,050円/月、時間雇用職員組合費: 700円/月。
理学部支部では、加入後 1年間は、支部で半額補助。

東北大の職員数の変化
年度 教員 常勤教員 非常勤教員 職員 常勤職員 非常勤職員 常勤合計 非常勤合計 合計人員
H17 3133 2554 579 3940 2305 1635 4859 2214 7073
H18 3173 2581 592 4025 2399 1626 4980 2218 7198
H19 3626 2620 1006 4435 2659 1776 5279 2782 8061
H20 5196 2682 2514 4502 2778 1724 5460 4238 9698
H21 5598 2787 2811 4717 2887 1840 5674 4651 10315
H22 5577 2824 2758 4864 2903 1962 5727 4720 10441
H23 5471 2886 2585 5027 2952 2075 5838 4660 10498
H24 5472 2885 2587 5136 2845 2291 5730 4878 10608
H25 5775 2996 2779 5590 3065 2525 6061 5304 11365
H26 5566 3062 2504 6060 3176 2884 6238 5388 11626
H27 5556 3030 2523 6118 3217 2901 6247 5424 11674

「財務諸表・事業報告書・II 基本情報 11．教職員の状況」に見る人員の変化

各年度5月1日の現員数 (2013/09/06に人事係で訂正後)
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東北大の予算の推移

・それらの結果、震災復興一時収入を除くと、東北大の収入は年々増加している。

・運営費交付金は年々減少している (10年間で12%減少)
・自己収入の増加分のほとんどは附属病院収入(237→363億円)。ただし、支出での一般診療経費も増加(149→262億円)
・科研費等の競争的資金は年度毎の多少の変動はあるものの、増加している(301→452億円)。
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東北大の部局予算の推移

各年度の予算に、「全学的基盤経費部局負担額一覧表」があり、その計算の元になっている「教育研究基盤経費」と「物件費配分額」をまとめた

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H28/H20 (%)

文学研究科
教育研究 2.23 2.21 2.19 2.17 2.15 2.14 2.12 2.10 2.09 93.6
物品費 2.43 2.40 2.40 2.38 2.36 2.34 2.32 2.30 2.28 93.9
計 4.65 4.61 4.58 4.55 4.51 4.47 4.44 4.40 4.36 93.7

経済学研究科
教育研究 1.58 1.56 1.55 1.54 1.53 1.52 1.51 1.50 1.49 94.5
物品費 1.73 1.72 1.71 1.70 1.69 1.68 1.67 1.65 1.64 94.7
計 3.31 3.28 3.26 3.23 3.21 3.19 3.17 3.15 3.13 94.6

理学研究科
教育研究 8.26 8.18 8.10 8.03 7.95 7.88 7.81 7.74 7.66 92.7
物品費 16.09 15.75 15.74 15.42 15.24 17.12 16.92 16.61 16.38 101.8
計 24.35 23.93 23.85 23.45 23.19 25.00 24.74 24.35 24.04 98.7

工学研究科
教育研究 12.26 12.12 11.93 11.84 11.75 11.67 11.58 11.50 11.40 93.0
物品費 15.85 15.47 15.13 14.92 14.78 14.42 14.88 14.75 14.60 92.1
計 28.11 27.59 27.06 26.76 26.53 26.09 26.46 26.25 26.00 92.5

農学研究科
教育研究 3.33 3.30 3.27 3.22 3.20 3.17 3.14 3.11 3.08 92.3
物品費 5.18 5.06 4.92 4.94 4.86 4.81 4.75 4.71 4.68 90.4
計 8.51 8.36 8.19 8.17 8.06 7.97 7.89 7.82 7.76 91.2

金研
教育研究 2.84 2.81 2.78 2.75 2.71 2.68 2.65 2.61 2.57 90.6
物品費 19.82 19.55 19.92 19.63 19.37 18.94 18.54 18.28 17.99 90.7
計 22.66 22.36 22.70 22.38 22.08 21.62 21.19 20.89 20.56 90.7

多元研
教育研究 3.71 3.67 3.63 3.59 3.54 3.50 3.45 3.41 3.36 90.6
物品費 5.61 5.44 5.70 5.62 5.55 5.26 5.14 5.08 5.00 89.1
計 9.31 9.11 9.33 9.21 9.09 8.76 8.60 8.49 8.35 89.7

大学病院
教育研究 25.28 25.04 24.80 24.50 24.20 23.90 23.61 23.32 22.97 90.9
物品費 147.29 147.15 201.25 201.57 208.47 237.01 239.93 250.87 262.27 178.1
計 172.57 172.19 226.05 226.07 232.67 260.91 263.54 274.19 285.24 165.3

部局合計
教育研究 64.95 64.39 63.73 63.07 62.51 61.95 61.33 60.63 59.85 92.1
物品費 142.60 140.06 140.16 137.94 136.26 136.00 133.46 131.44 129.54 90.8
計 207.55 204.44 203.89 201.01 198.77 197.96 194.79 192.06 189.39 91.3

部局合計に大学病院分は含んでいない (単位：億円)


